
分野 科目名 配当年次 開講期 

専門分野 急性期における看護 1年次 後期 

単位数 時間 担当教員 実務経験の有無 

１単位 

（30時間） 

2時間 滝川市立病院 医師 有 

2時間 滝川市立病院 看護師 有 

4時間 滝川市立病院 看護師 有 

8時間 滝川市立病院 看護師 有 

2時間 滝川市立病院 臨床工学技士 有 

6時間 外山  忍 有 

6時間 遠藤奈美子 有 

授業

の 

概要 

急性期にある成人の特徴を踏まえて、急激な身体的変化や生命の危機的状態にある人と家族に必

要な看護について学ぶ。 

到達

目標 

１．急性期にある人と家族の特徴を理解する。 

２．急性期看護の基盤となる理論について理解する。 

３．一次救命処置の実技を通して、救命処置の一連の流れを理解する。 

４．集中治療を受ける患者・家族に必要な看護を理解する。 

５．呼吸器・循環器・脳疾患の危機的状態にある人と家族に必要な看護を理解する。 

授業

計画 

№ 授業内容 授業方法 備考 

１ 急性期とは、急性期にある人と家族の特徴 講義 

遠藤 
２ 

危機とは、危機の定義・タイプ 

危機モデルについて（アギュララとメズイック、フィンク） 
〃 

３ 救急患者の特徴、救急患者・家族への看護、救急外来の現状、止血法 講義・演習 看護師 

４ 一次救命処置、気道確保、人工呼吸、心臓マッサージ、AED 演習 医師 

５ 集中治療とは、病院における集中治療部の役割 講義 
看護師 

６ 集中治療を受ける患者および家族の特徴・看護・問題点 〃 

７ 危機的状態にある呼吸器疾患の看護 気胸 胸腔ドレーン管理 講義 遠藤 

８ 危機的状態にある循環器疾患の看護 狭心症 発作時の看護 講義 

看護師 
９ 危機的状態にある循環器疾患の看護 心筋梗塞① 症状 〃 

10 危機的状態にある循環器疾患の看護 心筋梗塞② 検査・治療 〃 

11 危機的状態にある循環器疾患の看護 心筋梗塞③ リハビリ 〃 

12 呼吸器・循環器に関わる医療機器の原理と使用上の注意点 講義 
臨床工

学技士 

13 危機的状態にある脳神経疾患の看護 クモ膜下出血① 症状 講義 

外山 14 危機的状態にある脳神経疾患の看護 クモ膜下出血② 検査・治療 〃 

15 危機的状態にある脳神経疾患の看護 クモ膜下出血③ 再出血予防 〃 

評価 
筆記試験 一次救命 20点、集中治療 20点、循環器 60点…A 

理論・呼吸 50点、脳神経 50点…B        AとBの平均点 
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